
近年の主な施工実績


年
の
歩
み

最
新
鋭
の
設
備
で
感
動
的
な
学
習
体
験
を
提
供

川田建設株式会社
代表取締役社長　

川田　琢哉氏安
全
・
技
術
教
育
人
材
開
発
の
拠
点
施
設

現場に潜む危険を疑似体験し、労働災害の根絶へ

川田建設創立周年記念事業

那須トレーニングセンター　本格運営開始
（７） （第３種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　１１月３０日　（火曜日）

秋山高架橋（神奈川県伊勢原市）　年 牧町天空大橋（滋賀県大津市）　年 早月川橋床版取替工事（富山県滑川市）　年 吉浜高架橋（岩手県大船渡市）　年 志賀ノ鼻大橋（長崎県対馬市）　年 不動大橋（群馬県長野原町）　年

１
９
７
１
年

月

　
川
田
工
業
株
式
会
社
の
工
事
部
か
ら
分
離
独

立
し

橋
梁
工
事
の
架
設
を
主
体
に
現
地
施

工
業
務
を
行
う
玖
洋
建
設
株
式
会
社
︵
富
山

県
福
野
町
︶
と
し
て
発
足

同
時
に

関
東

地
区
の
営
業
力
強
化
の
た
め
栃
木
県
大
田
原

市
に
栃
木
営
業
所
を
設
置

１
９
７
２
年

月

　
本
社
を
東
京
都
文
京
区
本
駒
込
に
移
転

福
野
町
に
富
山
支
店
を
設
置

１
９
７
３
年

月

　
川
田
建
設
株
式
会
社
に
商
号
変
更

１
９
７
４
年

月

　
本
社
を
東
京
都
文
京
区
か
ら
北
区
滝
野
川
に

移
転

１
９
７
６
年
６
月

　
大
阪
営
業
所
を
開
設

１
９
７
７
年
２
月

　
大
阪
営
業
所
を
支
店
に
昇
格

東
京
支
店
を
開
設

１
９
８
０
年
１
月

　
九
州
営
業
所
を
開
設

１
９
８
３
年
９
月

　
因
島
大
橋
補
剛
桁
架
設
工
事
受
注

そ
の
後

児
島
・
坂
出
ル

ト
で
下
津
井
大
橋
ケ

ブ

ル
架
設

番
の
洲
高
架
橋
架
設

櫃
石
島
橋

上
部
工
架
設

南
備
讃
ケ

ブ
ル
架
設
お
よ

び
補
剛
桁
架
設
を
受
注
し
長
大
橋
工
事
に
関

す
る
基
盤
を
固
め
る

１
９
８
８
年
８
月

　
九
州
営
業
所
を
支
店
に
昇
格

１
９
９
２
年
３
月

　
Ｐ
Ｃ
工
場
︵
那
須
工
場
︶
を
栃
木
県
大
田
原

市
に
新
設

１
９
９
３
年
４
月

　
那
須
工
場
に
つ
い
て
通
商
産
業
大
臣
の
日
本

工
業
規
格
︵
Ｊ
Ｉ
Ｓ
︶
認
定
を
取
得

１
９
９
３
年

月

　
土
木
・
保
全
事
業
部

プ
レ
キ

ス
ト
事
業

部
を
新
設

１
９
９
７
年
４
月

　
プ
レ
キ

ス
ト
事
業
部
を
東
京
支
店
に
統
合

富
山
支
店
を
北
陸
支
店
に
改
称

１
９
９
８
年
３
月

　
栃
木
県
大
田
原
市
に
技
術
研
究
所
を
新
設

１
９
９
８
年

月

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
：
１
９
９
４
︵
品
質
︶
認

証
取
得

１
９
９
９
年
９
月

　
新
規
事
業
開
発
室
を
新
設

２
０
０
０
年
７
月

　
東
北
営
業
所

名
古
屋
営
業
所
を
支
店
に
昇

格
２
０
０
０
年

月

　
東
京
証
券
取
引
所
市
場
第
二
部
に
上
場

２
０
０
１
年
３
月

　
九
州
工
場
竣
工

２
０
０
３
年
４
月

　
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
全
社
統
一

し
運
用
開
始

２
０
０
３
年

月

　
品
質

環
境

安
全
を
全
社
統
一
し
統
合
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
し
て
運
用
開
始

２
０
０
４
年
３
月

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
：
１
９
９
６
︵
環
境
︶

認
証
取
得

２
０
０
４
年
３
月

　
Ｏ
Ｈ
Ｓ
Ａ
Ｓ
１
８
０
０
１
：
１
９
９
９
︵
安

全
︶
認
証
取
得

２
０
０
７
年
１
月

　
川
田
グ
ル

プ
経
営
強
化
の
た
め
上
場
廃
止

２
０
１
２
年
９
月

　
広
島
営
業
所
を
中
国
支
店
に
昇
格

２
０
１
７
年
７
月

　
栃
木
県
大
田
原
市
に
新
関
東
機
材
セ
ン
タ


建
設
︵
移
転
︶

２
０
２
１
年
４
月

　
栃
木
県
大
田
原
市
に
那
須
ト
レ

ニ
ン
グ
セ

ン
タ

開
設

Interview

　


創
立

周
年
を
迎
え
ら
れ
た
思

い
を
お
話
し
下
さ
い


　
﹁
当
社
は

１
９
７
１
年

月
に
川

田
工
業
の
工
事
部
か
ら
橋
梁
架
設
の
現

地
施
工
を
行
う
会
社
と
し
て
分
離
独
立

し
ま
し
た

以
来

Ｐ
Ｃ
︵
プ
レ
ス
ト

レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ

ト
︶
橋
梁
を
中

心
に

全
国
各
所
で
そ
の
実
績
を
残
し

て
き
ま
し
た

橋
は

人
々
の
暮
ら
し

に
便
利
さ
や
安
心
・
安
全

快
適
さ
を

届
け
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
す

半
世

紀
に
わ
た

て
当
社
が
継
続

発
展
し

続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は

橋
を
利
用
さ

れ
る
地
域
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
協
力
会

社

金
融
機
関
な
ど
大
勢
の
方
々
の
支

援
の
た
ま
も
の
で
あ
り

感
謝
の
気
持

ち
で
一
杯
で
す


年
と
言

て
も
業

界
で
は
後
発
で

よ
り
一
層
社
会
に
貢

献
す
る
企
業
と
し
て
研
さ
ん
に
励
ん
で

い
き
ま
す
﹂

　
｜
｜
現
在
の
事
業
環
境
は


　
﹁
Ｐ
Ｃ
橋
梁
市
場
は
こ
の
６
年
間


３
０
０
０
億
円
の
発
注
規
模
で
比
較
的

安
定
し
て
い
ま
す

し
か
し

新
設
需

要
は
下
降
傾
向
が
続
い
て
お
り

新
た

な
事
業
基
盤
の
確
立
が
重
要
な
課
題
と

な

て
い
ま
す
そ
う
し
た
状
況
下
で


老
朽
化
し
た
橋
梁
の
保
全
・
更
新
事
業

の
強
化
に
取
り
組
み

現
在
は
売
上
高

ベ

ス
で
新
設
を
上
回
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た

引
き
続
き
保
全
事
業
の
拡
大

を
図
る
と
と
も
に

川
田
テ
ク
ノ
シ
ス

テ
ム

カ
ワ
ダ
ロ
ボ
テ

ク
ス
な
ど
グ

ル

プ
企
業
が
開
発
・
保
有
し
て
い
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ

ロ
ボ

ト
と
い

た
要
素
技

術
を
組
み
合
わ
せ

よ
り
安
全
で
生
産

性
の
高
い
新
商
品

新
工
法
の
開
発
を

進
め
ま
す
﹂

　
｜
｜
那
須
ト
レ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ


を
設
置
し
た
経
緯
を
ご
説
明
下
さ
い


　
﹁
２
０
１
６
年
ご
ろ
に
橋
梁
工
事
現

場
で
大
き
な
事
故
が
相
次
ぎ
ま
し
た


事
故
が
起
き
れ
ば
業
界
の
イ
メ

ジ
が

低
下
し

新
規
入
職
者
の
減
少

担
い

手
不
足
の
悪
循
環
に
陥
り
ま
す

こ
の

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断
ち
切
る

鍵


は

人
材
育
成
に
あ
る
と
考
え


周

年
記
念
事
業
の
テ

マ
と
し
て
教
育
を

選
び
ま
し
た

一
方

４
年
前
に
は
当

社
の
現
場
で
も
死
亡
災
害
を
発
生
さ
せ

て
し
ま
い

こ
れ
を
猛
省
し
て
教
育
の

力
点
を
安
全
と
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し

た

こ
の
５
年
間

安
全
教
育
の
充
実

に
よ
り
事
故
の
削
減

新
３
Ｋ
︵
給
与

・
休
暇
・
希
望
︶
の
達
成

イ
メ

ジ

ア

プ

新
規
入
職
者
の
増
加
の
好
循

環
に
転
換
さ
せ

魅
力
あ
る
持
続
可
能

な
業
界
に
し
た
い
と
記
念
事
業
を
構
想

し
ま
し
た

２
０
１
９
年
に
研
修
カ
リ

キ

ラ
ム
を
作
成
す
る
と
と
も
に

Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
ツ

ル
を
現
場
の
安
全
指
導

に
導
入
し
ま
し
た

昨
年
は

コ
ロ
ナ

禍
に
対
応
し
て
新
人
研
修
に
も
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
ツ

ル
を
活
用
し

そ
の
有
効
性

を
確
認
し
ま
し
た

一
方
で

那
須
工

場
と
関
東
機
材
セ
ン
タ

に
隣
接
す
る

土
地
を
取
得
し
て

安
全
・
技
術
教
育

の
拠
点
と
な
る
那
須
ト
レ

ニ
ン
グ
セ

ン
タ

の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た


本
年
４
月
か
ら
運
用
を
開
始
し

グ
ル


プ
各
社
の
新
入
社
員
を
集
め
た
研
修

を
実
施
し
ま
し
た

９
月
に
は
ド
ロ


ン
ス
ク

ル
に
認
可
さ
れ

ド
ロ

ン

操
縦
の
技
能
認
定

資
格
取
得
の
た
め

の
講
習
も
始
め
て
い
ま
す
﹂

　
｜
｜
那
須
ト
レ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ


の
特
徴
は


　
﹁
体
感
重
視

最
新
技
術

収
容
能

力

全
天
候
型

発
想
喚
起
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し

独
学
や
リ
モ

ト
で
は
経

験
で
き
な
い
感
動
的
な
学
習
体
験
を
提

供
し
ま
す

実
習
棟
で
は


種
類
の

安
全
体
感
装
置
で
作
業
現
場
に
潜
む
さ

ま
ざ
ま
な
危
険
を
疑
似
体
験
し

実
践

的
な
安
全
教
育
を
行
い
ま
す

屋
外
ゾ


ン
に
は
実
物
大
見
本
や
不
具
合
サ
ン

プ
ル
な
ど
を
陳
列
し

実
際
に
触
れ
る

こ
と
で
品
質

施
工
精
度
に
関
わ
る
感

覚
を
磨
き
ま
す

研
修
棟
は

最
大
１

２
０
人
が
座
学
を
同
時
受
講
で
き

グ

ル

プ
全
体
の
入
社
式
も
行
え
る
広
さ

の
研
修
室
や

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
習

得
す
る
Ｏ
Ａ
研
修
室

ロ
ボ

ト
・
新

商
品
の
展
示
ス
ペ

ス
を
備
え
て
い
ま

す

当
社
社
員
に
限
ら
ず

グ
ル

プ

会
社
や
協
力
会
社
さ
ら
に
は
同
業
者


異
業
種

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

労
働
基

準
監
督
署

発
注
者

近
隣
住
民
な
ど

幅
広
い
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
き


安
全
意
識

建
設
業
へ
の
理
解
を
深
め

て
下
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
﹂

　
川
田
建
設
は

創
立

周

年
記
念
事
業
と
し
て
栃
木
県

大
田
原
市
に
整
備
し
た
﹁
那

須
ト
レ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ


﹂
の
運
用
を
開
始
し
た


同
セ
ン
タ

は

安
全
帯
ぶ

ら
下
が
り

玉
掛
け
の
挟
ま

れ

感
電
な
ど

項
目
の
労

働
災
害
を
疑
似
体
験
で
き
る

設
備
や
ド
ロ

ン
訓
練
装

置

実
大
構
造
物
展
示
ス
ペ


ス

最
大
１
２
０
人
収
容

で
き
る
研
修
室
な
ど
を
備

え

社
内
外
の
安
全
教
育


技
術
研
修
の
拠
点
と
し
て
活

用
す
る

施
設
の
施
工
は
川

田
工
業
が
手
が
け
た


研修棟正門 項目の労働災害を疑似体験できる実習棟

最大人収容可能な研修室。梁に自社開発のプレビームを採用し、無柱大空間を実現している

屋
外
展
示
ス
ペ

ス


